
生活支援体制づくり協議体（地域包括支援センター大平台 

担当圏域レベル）開催報告書  

１ 開催日時 令和７年１月２９日（水） １０時００分 ～ １１時３０分 

２ 開催場所 篠原協働センター ２０３講座室 

３ 参加者  

委員：13人（内1人代理出席） 事務局：2人 その他：7人（高齢者福祉課：2人、長寿

支援課1人、協働センターコミュニティ担当職員2人、地域包括支援センター2人） 

４ 協議の内容  

１．開会 

２．本日のチェックイン 

３．協議事項 

  ①令和6年度の振り返り、令和7年度に向けて 

   第1回、第2回の報告書を基に内容の振り返り。 

   作成したマップは事務局に予備あり。マップの修正や記載情報の変更も可能で 

   ある旨を共有。 

   令和7年度は ・高齢者のサポートをどのように行っていくのか（家事支援含む） 

          ・地区社協活動のPR（周知広報） 

   上記２つのテーマに沿って、深堀、協議していく。 

  ②人生で『旬』は一度きりなのかな？ 

   テーマの１つに「高齢者のサポート」を取り上げており、改めて年齢を重ねる 

   ことによる楽しさ、生きがいについて見つめ直すグループワークを実施。 

   意見の集約については、別紙参照 

４．情報提供 令和6年度地域福祉セミナーについてチラシを配付、説明 

５．連絡事項 

  ①次回会議開催 令和7年6月25日（水）10:00～ 入野協働センター 予定 

   委員報酬の支払いについて 提出書類について説明。 

  ②関係機関より 

   篠原協働センターより、サポカー同乗体験会＆交通安全講座についてチラシを 

   配付、説明 

６．閉会 

５ 今後の見通し・ 

  必要な対応 

 



・家事支援について、推進している地区の情報を提供していく。 

・地区毎の協議をしてきたため、全体協議の際に発言しやすい雰囲気、発言者の固定化 

をさけるような会の進行を試行していく。 

・現状分析とｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸから出た意見をすり合わせ、考えられることを提案していく。 

 また、分析に必要な資料、意見の聞き取りを継続していく。 

必要に応じて欄を広げてください。 


